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Multiscale Simulation可視化の課題
分子スケールの可視化を行いたいが大規模なために
時系列データを保存し、解析することが困難

シミュレーション実行中のデータにアクセスし、
解析が行えれば必要なデータのみ取り出すことが可能

• Interactiveな命令実装による
双方向データアクセス

• タイルドディスプレイ表示による全体把握と
３D立体視による直観的な空間把握

Interactive MD

• 重力下の粒子（単一粒子とC60型の大きな粒子）の系
• GUIで、「温度」と「重力」を、interactiveに設定。

温度
上昇

LAMMPS, VMDの連携によるInteractive MDの事例

タイルドディスプレイ表示＆３D立体視

３D立体視＠東北大学サイバーサイエンスセンター
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